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ソーシャル・ポリシー・ハイライトへようこそ！ 
 
国際社会保障協会（ISSA）は、新しい定期刊行物「ソーシャル・ポリシー・ハイライト」にあな

たを歓迎します。 
「ソーシャル・ポリシー・ハイライト」シリーズは、年 3回出版され、ISSA が変化する社会保障

の世界で本当に新しく重要なことについて分析とリポートを紹介する重要な新しい手段です。社会
保障の世界的なオブザーバーとして、シリーズは ISSA の数多くの技術活動と調査活動のアウトプ
ットに付加価値を与えます。 
多くの社会保障機関から表明されたニーズと優先事項を鑑み、このように新しいツールが ISSA

会員の直ぐ手の届くところに置かれ、社会保障をめぐる議論に参加する可能性を拡大します。必読
書として、このシリーズは、社会保障を担当する世界の関係者に対して、柱となるような数値、統
計情報を広く提供する、便利な情報源でもあります。 
このように、「ソーシャル・ポリシー・ハイライト」は、社会保障とその将来についての議論に

参加するすべての人に情報を提供することを目指します。 
シリーズを開始するにあたり、この創刊号では、世界各地で社会保障が直面している課題として

ISSA が特定した 4つの重要課題の概要を説明します。すなわち、制度への加入、給付の妥当性、財
政面の持続可能性、制度上のガバナンスの 4点です。国によって、これらの複雑な問題への対応が
成功するかどうかは違ってきます。さらに、ある国の答えが別の国には適さないこともあります。
それでもなお、政策の教訓が学ばれ、経験が共有されています。社会保障は前進しています。社会
のニーズにさらに適応する社会保障の能力で新たに得た自信を考慮し「ハイライト」は、すべての
人により適切な社会保障を提供するという目標の実現に欠くことのできないアクションとして、10
の政策テーマを決定します。 

事務総長 ハンス-ホルスト コンコルスキー 
 
 
行動は言葉よりも雄弁である 
 
本号は： 
・ 世界中で社会保障が直面している重要な課題にスポットライトをあてる 
・ 社会保障がどのように順応しているかその根拠を示す 
・ 「万人のための社会保障」の障害を特定する 
・ 社会保障の結果を改善するための政策問題を正確に示す 
 
 今日の競争の激しい世界経済において、社会保障は道徳的な必須要素としてだけでなく、経済的
な必須要素としても認識されている。公平な社会経済発展を実施するには社会保障が必要であると
いうことがいよいよ認められている。 
 



 このような理解は国連 1948 年世界人権宣言（第 22 条）を推進するものである。 
 
「すべて人は、社会の一員として、社会保障を受ける権利を有する」 
 
 これは素晴らしい言葉である。だが、重要なのは－政策結果につながる－行動である。ほぼ 60
年経過したが、1948 年宣言が依然として社会保障の長期目的であり、相変わらず現代の課題のまま
であることは、立ち止まってよく考えてみる価値がある。 
 
 社会保障が直面している課題は、過大評価し過ぎることはない。全世界的に、社会保障は次の点
に関連してしばしば期待を下回る成果しか上げていない。 
 
重要課題 
・ 制度に加入する労働者及び市民の数 
・ 給付の妥当性 
・ 財政面の持続可能性 
・ 機関ガバナンスの質 
 
現実 
 現在の推定では、世界人口の 50 パーセントが現在何も社会保障がないまま生活しており、80 パ
ーセントが適切な保護がないまま暮らしている。また、支出上の制約が医療及び年金の改善要求と
衝突していない国は稀である。 
 
しかし、こうした課題をもつ厳しい現実にもかかわらず、社会保障は順応している。重要なこと

は、信頼の回復に向けた動きを支持する証拠が存在することである。かつては社会保障についての
マスコミ報道は悪いことばかりであったのに対して、今は良いニュースもある。 
 
自信の事例 
近年の証拠 1は、新規プログラムのみならず、既存プログラムの下でも制度加入が拡大している

ことを示している。ブラジル、中国、コスタリカ、インド、韓国、南アフリカ、チュニジアなどの
例を挙げてみよう。基本医療へのアクセスの拡大を好む国もあれば、現金給付に優先順位を与える
国もある。高齢者や孤児へのカバーを優先している国もあれば、農村または非公式経済で働く労働
者のための手ごろな制度加入を優先している国もある。全国及び家計レベルでは、そのような展開
は非常に建設的である。 
 
だが、より広範囲のアクセシビリティと制度加入率の改善は十分でない。給付が適切な保障を提

供するほど十分大きいかどうかという疑問が、官民を問わず引き続き多くの社会保障制度に当ては
まる。幸いにも、個人のリスクは低減されなければならないし、また最低レベルの保護は保証され
なければならないという信念が、現在なお一層影響力をもってきている。 
 
制度加入率と妥当性におけるこれらの改善は、 
社会保障を支持する重要なシフトを示す 
 
社会保障の経営陣内でも建設的な変化が進行している。保険料や給付レベルについての決定は国

によって異なるものの、社会保障の財政面の持続可能性を保証することは、全員が賛同する目的で
ある。 
 
主要な地球人口統計指数 
 1985 年 1995 年 2005 年 2015 年 2025 年 
人口年齢＜15 33.5％ 31.5％ 28.1％ 25.9％ 24.1％ 
人口年齢＞59 8.9％ 9.5％ 10.4％ 12.4％ 15.1％ 
人口年齢＞79 0.9％ 1.1％ 1.3％ 1.7％ 2.0％ 
年齢の中央値（歳） 23.8 25.7 28.1 30.4 32.8 



出典：国連人口区分 http://esa.un.org/unpp で見ることができる 
同様に、財政面の説明責任と透明性というガバナンス要件を確実にすることも等しく容認される。
とりわけ社会保障の投資展望は世代間にまたがることから、これらの問題を欠くことができない。 
 
世代間の連帯と言えば、子どものいる家族により多く支援を提供するのは当然である。だが、家

族に支援を提供することは、社会の公正の問題には止まらない。急速に高齢化が進む世界において
（表を参照）、そのような支援は明日の人的資本への投資にとって最も好ましいことである。 
 
国連人口統計指標でも明示しているように、これは、なぜ高齢化社会においては、社会保障政策

と労働担当省の政策を調整することによって、労働人口減少の影響を緩和する努力が必要なのかと
いう理由でもある。そして、社会保障と労働市場との調整改善が今後の進むべき道ならば、全年齢
層の労働者への教育と訓練を継続することも、解決策の一部でなければならない。 
 
社会保障が直面しているこの他の課題については、さらなる検討がまだ必要である。 

 
経済成長と労働市場の発展について差し当たっての難問は、途上国と先進国では異なることをわ

れわれは承知している。途上国については、不満足な経済成長のレベルと、規制の弱い雇用の拡大
は社会保障サイドにとって依然として苦痛の種である。 
 
しかしながら、これらの要素は社会保障の経営陣が単独でできることに限界があることも示して

いる。 
 
内閣レベルに強い政治的意志と、心を開く構えがなければ、 
社会保障には険しい上り坂の戦いに直面することとなる 
 
進むべき道 
「社会保障：新たに得た自信に向けて」で既に報告したように、世界の社会保障は、現在は、労

働者と市民のニーズにこれまでより上手く適合している。その上、多くの国で高齢化社会の今後の
ニーズを見越して、社会保障はさらに一歩前進している。支持されているその一歩は、将来の給付
を支払うための剰余金の蓄えである。もうひとつは、能力のある市民に積極的に就労者に留まるよ
う奨励するための法令の改正である。そして、これらのすべてが、人口統計、社会、経済及び技術
的変化を伴う前例のない国際環境で起こっている。 
 
だが、まだあまりに多くの男性、女性、児童が弱い立場にある。厳しい問題として、世界中に広

まった不平等と不安感の増加、認知された市民暴動のリスクの高まりが何よりの証拠である。社会
保障はさらに援助の手を差し伸べなければならない。 
 
この点について明確にしよう。社会保障のさらなる適合は流行りの業界専門用語であってはなら

ない。その目的がファッションであってもならない。そして、差別的であってもならない。基本的
に、社会保障の普遍原理は変わらないままである。 
 
社会保障をより適切にかつ普遍的にすることは、中核的な目的であり続ける。これらを達成する

ことは、社会保障をいかに資金面で手当するか、社会保障制度をいかに管理するかばかりでなく、
社会保障を公共政策の主流にいかにうまく組み込むようにするかも含むべきである。 
 
統合政策 
社会保障を公的政策のなかにどのようにうまく統合させていくかという問題は、政策課題の中に

次第にあがってきつつあるところである。ひとつの例として、高齢化社会の課題には、労働政策、
保健、教育、さらには都市計画までも管轄する省の対策が社会保障の政策とさらに上手く統合され
ることが必要である。21 世紀の人々の生活にとって社会保障は末梢的なものではないことは明らか
である。 
 



政策立案者は以前にも増して、社会保障が、すべての人にとってより包括的で、安全できる、ま
た社会的に正しい世界を構築するための中心的な存在であると考えている。 
 
統合された解決を求めて、ISSA は社会保障の結果を改善させるための政策課題 10 項目を正確に

特定した。 
 
万人のための社会保障 
言葉は重要である。そして、自信も重要である。だが、本当に必要なのは行動である。 

 
その上重要なことに、社会保障は、一般市民がより複雑なニーズのみならず、かつてないほど高

い期待を持っていることを受け入れなければならない。 
 
これらの進化する期待とニーズにどれほど上手く対応するかは、万人のための社会保障の目標が

現実となるかどうかを決定する。 
 
確かにこれほど大きな課題はない。 

 
 
結果をどのように改善するか 
・ 女性及び男性のための労働市場の機会を拡大する 
・ 不安定な雇用及び断片的な職歴という課題に対処する 
・ 男女平等を確保する 
・ 子どものいる家族に適切な財政的援助及びその他の支援を提供する 
・ 医療及び年金制度の持続可能性を確保する 
・ 早期退職に向けた傾向を覆し、復職政策を改良する 
・ 退職及びその他の不測の事態の準備にあたっての個人のリスクに歯止めをかける 
・ ライフコースを通じた教育と訓練の継続を促進する 
・ 職場の安全と衛生を促進する 
・ 統合を進め、公共政策における社会保障の役割を宣伝する 
 
 

ソーシャル・ポリシー・ハイライトは、次号以降で、この課題に対応するための社会保障の継続する様々な努力を報告していく。 
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ソーシャル・ポリシー・ハイライトの次号は： 
2006 年 7 月の No.2 は、障害給付の傾向に関して、最近の調査で得られた発見事項を報告する。 
 
国際社会保障協会 
スイスのジュネーブを拠点とする事務局に加え、ISSA は 4 つの地域事務所を運営している：アビジャン（アフリカ）、ブエノス

アイレス（アメリカ）、マニラ（アジア太平洋）、パリ（ヨーロッパ）。 
150 カ国以上、350 を超える会員団体を擁する、ISSA の任務は世界中であらゆる形態の社会保障を促進することである。 
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